
学校名

生徒数（人）

国語 社会 数学 理科 英語

学校 61.2 57.0 50.1 53.2 54.5

大阪市 64.7 57.4 59.3 55.6 59.8

各教科とも全体的な学力の向上が必要であるが、国語については書く力を高めるとともに、図書室
の利用を充実して、読書の習慣を身につける生徒を増やしていく。数学においては家庭での学習習
慣を定着させるため、基本的な学習内容の継続的な指導を行っていく。理科については実験の割合
を増やし、日常生活との結びつきを考える機会を増やしていく。英語についてはC-NETやティーム
ティーチングを積極的に行い、興味・関心を高めていく。
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各教科とも大阪市平均を下回っている結果であるが、中でも数学、英語２教科において平均を大きく
下回っている。得点分布において、国語・社会については正答率８０％以上、数学については６０％
以上、理科・英語については７０％の生徒の割合が大阪市全体よりも少ないことがこの結果に反映し
ている。　各教科ともほぼすべての分野で大阪市の平均と同程度あるいは下回っている現状であり、
今後も学力の継続的で全体的な定着が必要である。
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平均正答率（点） 

成果と今後取り組むべき課題 

結果の概要 
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【 英 語 】

【得点分布】 【領域・観点・問題別の分布】

【 理 科 】

【得点分布】 【領域・観点・問題別の分布】

【 数 学 】

【得点分布】 【領域・観点・問題別の分布】

【 社 会 】

【得点分布】 【領域・観点・問題別の分布】

【各教科の得点分布と領域・観点・問題形式別平均得点の分布  】

【 国 語 】

【得点分布】 【領域・観点・問題別の分布】
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